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人口と 面積( 63. 5. 1)
世 帯　234, 497
人 口　638, 900 人
男　324, 119 人
女　314, 781 人

面 積　53. 25k ㎡
人口 密度　11, 998 人/ k ㎡

<月2回( 5日、20日) 発行>

公
表
し
ま
す

区
の
家
計
簿
昭和62年度下半期

財政状況

こんにちは、モモコです。今日は、昏さん
から納められた税金などが、どのように使わ
れているか、昭和62年度下半期の財政状況(昭
和63年3 月31日現在) をお知らせします。ま
た。区の貯金(基金)と借金(特別区債)につい
てお話しします。

More i nt er est i ng
も っ と　 た の し く

More usef ul
も っ と や く だ つ

KOHO ADACHI
あ だ ち 広 報

昭和62 年度 一般 会 計 予 算 現 額 と構成比

歳 入
1, 518 億円
( 100. 0%)

歳 出
1, 518億円
( 100. 0%)

昭 和62 年 度 各 会 計 予 算 執 行 状 況

区 民 負 担 の 概 要
区で行う事務事業のうち、区

民の皆さんが直接負担している
特別区民税でみた負担の概要
は、次のとおりです。
(世帯数・人口は1 月1 日現在)

特別区民税　303 億7, 169万円

1人当り負担額　4 万8千円

1世帯当り負担額　13万4千円

特別区競馬組合配分金
62年度は1億4, 400万円の配分
金があり、義務教育施設建設経
費の一部に役立てています。

一 時 借 入 金
昭和62年度下半期も、一時借
入金はありません。

区有財 産の現 況( 昭和63年3 月末)

参 考
区 民1 人 当たりの 歳出予 算　 昭和63年度一般会計当初予算額から

※ 昭和63年4月1日現在の人口による。

モモコの
ワンポイント
ゼミナール

区の家計簿の中で、重要なもの
として貯金( 基金>と借金( 特別
区 債) があります。
以下、それぞれについて脱明 し
ます。

基

金

基
金
に
は
、
施
設
の
建
設
、
公

園
の
造
成
な
ど
多
額
の
資
金
を
必

要
と
す
る
場
合
に
備
え
て

、
計
画

的
に
資
金
を
積
み
立
て

、
他
の
事

巣
に
影
一

を
与
え
な
い
よ
う
準
備

す
る
も
の
と
、物
品
の
集
中
購
買
、

資
金
の
貨
し
付
け
な
ど
の
よ
う
な

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
運
用

さ
れ
る
資
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

財
政
の
健
全
化
に
と
も
な
い
、

こ
の
1
年
間
で
1
3
0億
円
を
基
金
に

積
み
増
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
別
区
債

施
設
の
建
設
や
用
地
取
得
な
ど

多
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る
場

合
、
区
債
を
発
行
し
て
、
財
源
を

確
保
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
長
期
に
わ
た
っ
て
利

用
で
き
る
の
で
、
将
来
の
区
民
の

方
に
も
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

区
債
は
、
赤
字
の
た
め
の
借
金

で
は
な
く
、
将
来
の
負
担
の
公
平

を
考
え
た
計
画
的
な
借
金
で
す
。

区
債
の

返

還

費
(

公
債
費
)

に
は

、
ま

だ
余
裕
が

あ
り
ま
す

の
で

、
積

極
的
に
活

用
し
て
い

き
ま
す
。

特別区債の現在高

運 用 基 金
貸し付けなどの特定の事務事業を行
うために運用される資金

特 定 目 的 基金
そ れ ぞ れ の 目 的 達 成 に 向 け て 積 み 立 て る 資 金

財 政 調 整基 金
年 度間 の財 源の調整 を行 い、 財政の
健全 運営 を 図る ための資 金

問合せ先 本庁舎・予算課
882一川1㈹

春
の
叙
勲
・
褒
章

1
6名
が
受
章

昭
和
6
3年
春
の
叙
勲
者
お

よ
び
褒
章
者
が
発
表
さ
れ

、

区
内
で
1
6名
の
方
々
が
晴
れ

て
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
区
で
は

、5

月
3
0日
に
叙
勲
者
・
褒
章

者
祝
賀
会
を
閲
催
し
、
永
年

に
わ
た
る
社
会
へ
の
功
労
に

対
し
感
謝
、
祝
福
い
た
し
ま

し
た
。

今
回

、
叙
勲
お
よ
び
褒
章

さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
ご

敬
称
略
)

□
叙
勲
者

▽
橋
本
珊
(
7
0
歳
)
・
:勲

四
等
旭
日
小
綬
章
・
敬
育
功

労

▽
勝
俣
長
登
(
8
1
歳
)

…
勲
五
等
双
光
旭
日
章
・
敵

育
功
労

▽
膺
水
大
敵
(
7
3

筬
)
勲
五
等
双
光
旭
日
章
・

地
方
自
治
功
労

▽
渡
邊
貞

夫
(
7
0
歳
)
勲
五
等
双
光
旭

日
章
・
中
小
企
業
振
興
功
労

▽
倉
林
千
代
松
(
7
9
歳
)
勲

五
等
瑞
宝
章
・
教
育
功
労

▽
丹
下
秋
一
(
8
2歳
)
勲
五

等
瑞
宝
章
・
産
業
振
興
功
労

▽
近
野
』
(
7
8歳
)
勲
五
等

瑞
宝
章
・
郵
政
事
業
功
労
　

▽
土
屡
二
郎
(
7
0歳
)
壓
(

等
単
光
旭
日
章
・
番
察
功
労

▽
河
合
嘉
幸
(
6
6臓
)
I
(

等
瑞
宝
章
・
嬬
正
葉
筋
功
労

▽
小
金
井
敏
夫
(
7
2歳
)
勲

六
等
瑞
宝
章
・
消
防
功
労
　

▽
堀
口
敬
(
7
1歳
)
壓
(
等

瑞
宝
章
・
警
察
功
労

▽
遠

山
長
治
(
7
6歳
)
勲
七
等
青

色
桐
葉
章
・
消
防
功
労

▽

狩
野
幸
子
(
6
6歳
)
勲
七
等

宝
冠
章
・
図
書
館
業
務
功
労

▽
鈴
木
ヤ
ヱ
子
(
6
6歳
)
勲

七
等
宝
冠
章
・
印
刷
業
筋
功

労

▽
エ
廉
チ
ヨ
(
7
2歳
)

勲
七
等
聘
宝
章
・
裁
判
所
事

筋
功
労

□
褒
章
者

▽
藤
木
二
幸
(
6
4歳
)
藍

綬
褒
章
・
地
方
自
治
功
績

A
総
務
課
総
務
係
V

ほ

た
る
の
夕 べ

元 渕 江 公 園

小
さ
な
流
れ
星
。ほ
た
る

の
展
示
公
開
を
今
年
も
行
い

ま
す
。日
本
一
の
源
氏
ぼ
た

る
、ち
ょ
っ
ぴ
り
か
わ
い
い

平
家
ぼ
た
る
。子
ど
も
た
ち

に
夢
と
光
を
与
え
て
く
れ

る
、あ
だ
ち
の
ほ
た
る
を
家

族
そ
ろ
っ
て
見
に
采
て
く
だ

さ
い
。

日
時
6
月
1
0
～
1
2
日
、午
　

後
7
畴
3
0
分
～
9
時
3
0
分

※
な
お
、6
月
6
日
1
1
5
日

ま
で
暗
室
を
利
用
し
た
昼
間

展
示
を
行
い
ま
す
(
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
)
。

問
合
せ
先
中
央
本
町
庁
舎
　

・
公
園
管
理
係
　
脚
5
2
6
1
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募
集
し
ま
す

奨

学

生

―
育
英
資
金
貸
付
―

昭
和
M
年
4
月
か
ら
高
校
・
大

掌
に
進
学
を
予
定
し
て
い
る
方
、

も
し
く
は
現
在
、
在
学
中
の
方
を

対
象
に

、
次
の
要
領
で
足
立
区
奨

学
生
(
弯
英
資
金
貸
付
者
)
を
募

果
し
ま
す

。

応
募
資
格

▽
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
で
あ
る

▽
足

立
区
内
に
引
き
続
き
1
年
以
上

居
住
し
て
い
る
方
の
子
弟
で
あ

る

▽
都
内
ま
た
は
通
学
可
能

な
近
県
に
所
在
す
る
①
大
学
②

高
等
学
校
(
高
等
専
門
学
校
を

含
む
)
③
大
学
入
学
に
関
し
文

部
大
臣
が
個
別
に
掴
定
し
た
専

修
学
校
(
高
等
課
程
)
の
い
ず

れ
か
に
在
学
し
て
い
る
(
昭
和
6
4

年
度
入
学
予
定
者
を
含
む
)

▽
学
業
成
績
が
優
秀
で
、
心
身

と
も
に
健
康
で
あ
る

▽
同
種

の
学
資
金
を
ほ
か
か
ら
借
り
受

け
て
い
な
い

募
集
人
敗
▽
高
校
生
:
-
7
0
人

▽
大
学
生
・・・
1
2人

貸
付
額

▽
入
学
賢
金
・・・
高
校
5
　

万
円
、
大
学
1
0万
円

▽
修
学

資
金
…
高
校
月
額
(
国
・
公
立
)
　
1

万
円
・
(
私
立
)
2

万
2
千

円
、
大
学
月
額
(
国
・
公
立
)
　
2

万
6
千
円
・
(
私
立
)
3

万

5
千
円

募
集
期
間
6

月
8
日
1
2
5
日

貸
付
予
定
者
決
定
9

月
中
旬

貸
付
開
始

昭
和
6
4年
4
月

申
込
先

▽
区
立
中
学
校
3
年
生

・・・
各
中
学
校

▽
そ
の
他
の
方

・・・
振
興
係

聞
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
務
第
二

課
振
輿
係
　
　
8
8
2
1
1
1
1
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教

育

相

談

登
校
を
搬
が
る
、
落
ち
讐
き
が

な
い
、
言
葉
が
遅
い
な
ど
、
お
子

さ
ん
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
方

に
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
相

談
員
が
解
決
に
あ
た
り
ま
す
。
相

談
内
容
は
秘
密
を
守
り
ま
す
。

□
面
接
相
談

受
付
日
時
祝
日
を
除
く
毎
週
月
　

～
土
曜
日
、午
前
9
時
～
午
後
　

5
時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

申
込
方
法
一
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
室

・
:
　
8
5
9
9
5
3
1

▽
敵
膏
セ
ン
タ
ー
敵
育
相
談
綾

瀬
分
室
…
　
8
3
8
3
5
8
8
(綾

瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)

□
電
話
相
談

受
付
日
時

祝
日
を
除
く
毎
週
月

I
金
曜
日
、午
前
9
時
I
午
後

4
時
3
0分

相
談
・
受
付
先

教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
相
鮫
室
　
8
8
4
7
8
6
7
　
　
(
(
(

ヨ
、
ナ
ヤ
ム
ナ
)

●
6
3年
度
予
算
か
ら

生涯学習の推進と
学校 教育の充実

1
枚
の
カ
ー
ド
で

全
館
利
用
で
き
る

図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

区
で
は
人
生
8
0年
時
代
を
迎
え

て
、
心
の
豊
か
さ
や
生
き
が
い
な

ど
、
充
実
し
た
人
生
が
送
れ
る
よ

う
、
生
涯
学
習
の
推
進
を
重
点
課

題
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
。
図
S
館
の

充
実
を
は
か
る
た
め
、
区
内
の
全

図
S
館
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、

図
一

館
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
図
り
ま
す
(
年
内
完
成
予
定
)
。

こ
れ
に
よ
り
、1
枚
の
利
用
カ

ー
ド
で
皆
さ
ん
が
晩
み
た
い
本
、

調
べ
た
い
資
料
の
検
索
・
貸
し
出

し
が
、
ど
の
図
S
館
で
も
可
能
に

な
り
ま
す
。

中
央
図
一

館
を
中
心
に
1
3カ
所

の
地
域
図
書
館
を
結
ぶ
シ
ス
テ
ム

は

、
2
3区
中
最
大
規
模
の
も
の
で

す

。
生
睚
学
習
に
ふ
さ
わ
し
い
サ

I
ビ
ス
の
充
実
に
こ
れ
か
ら
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

区内全図書館の蔵書101万冊が、どこの
図書館でも利用できるようになります

給
食
食
器
に

ガ
ラ
ス
器
を
採
用

学
校
給
食
は
。
子
ど
も
た
ち
の

健
康
増
進
に
加
え
、、先
生
や
子
ど

も
た
ち
ど
う
し
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
卷
な
ど
、
情
操
面
で
も
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
学
校
絶
食
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
た
め

、
従
来
の
ア
ル
マ

イ
ト
製
食
器
か
ら

、
家
庭
食
器
に

近
く
観
し
み
や
す
い
強
化
耐
熱
ガ

ラ
ス
製
食
器
に
切
り
替
え
ま
す

。
6
6

年
度
ま
で
に
全
小
・
中
学
校
へ

の
導
入
が
完
了
し
ま
す
。
ま
た

、

す
で
に
「
先
創
れ
ス
プ
ー
ン
」
に

替
え
て

、
フ
ォ
ー
ク
と
ス
プ
ー
ン

を
採
用
す
る
な
ど
、
豊
か
な
学
校

給
食
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨年、強化耐熱ガラス食器を小・中学校各6 校で試験的 に
探用。ここ平野小学校でも子どもたちの評判は上々です

中
学
1
年
か
ら

外
国
人
講
師
に
よ
る

英
会
話
指
導

区
で
は
、
国
瞭
化
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
生
徒
を
育
て
る
た
め
、
中

学
2
年
生
を
対
象
に
外
国
人
に
よ

る
英
会
話
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。

6
3年
度
は
指
導
対
象
を
中
学
1

年
生
に
も
拡
げ
、
生
き
た
英
語
に

接
す
る
機
会
を
拡
大
し
ま
す
。

校
内
放
送
放
映

シ
ス
テ
ム
の
導
入

情
報
化
社
会
を
迎
え
、
区
で
は

児
童
・
生
徒
の
情
報
教
育
や
学
力

の
向
上
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
視

聴
覚
歓
育
機
器
の
充
実
に
努
め
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
校

内
テ
レ
ビ
放
送
局
と
も
言
え
る
放

送
放
映
シ
ス
テ
ム
を
計
画
的
に
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
こ
の
計
画
を
早
め
、

全
中
学
校
に
設
置
。
ま
た
、小
学

校
は
6
5年
度
ま
で
に
設
置
完
了
し

ま
す
。

調査にご協力ください
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

意

識

調

査

区
民
5
千
人
(
無
作
為
抽
出
)

の
方
を
対
象
に
、
お
年
寄
り
の

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
、

担
い
手
と
し
て
の
意
見
を
伺
う

調
査
で
す
。
民
生
委
員
が
訪
問

し
調
査
票
を
配
り
、
後
日
回
収

し
ま
す
。

調
査
期
間
6

月
2
0日
ま
で

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老
人
福

祉
課
在
宅
サ
ー
ビ
ス
調
査
担

当
　
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

商

業

統

計

調

査

卸
売
業
お
よ
び
小
売
業
の
す

べ
て
の
商
店
を
対
象
に
、分
布

状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
な
ど

に
つ
い
て
調
査
す
る
も
の
で
。3

年
ご
と
に
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
員
か
訪
問
し
隅
査
票
を
配

り
、
後
日
回
収
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

藐
計
係
　
　
貘
5
0
3
3

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

心
理
的
差
別
と

実
態
的
差
別

同
和
対
策
審
議
会
の
答
申

(
昭
和
4
0年
8
月
1
1日
)
は
、

心
理
的
差
別
と
実
態
的
差
別
に

つ
い
て

、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
ま
す
。
心
理
的
差
別
と
は
、

人
び
と
の
観
念
や
意
蔽
の
う
ち

に
摺
在
す
る
差
別
で

、
言
語
や

文
字
や
行
為
を
通
し
て
表
に
現

わ
れ
て
く
る
も
の
で
す

。
た
と

え
ば
非
合
理
な
偏
見
や
嫌
悪
の

感
崎
に
よ
っ
て
交
際
を
拒
ん
だ

り
、
婚
約
を
破
棄
す
る
な
ど
も

そ
の
一
例
で
す

。

実
態
的
差
別
と
は
、
例
え
ば

就
職
・
教
育
の
機
会
均
等
が
実

質
的
に
保
障
さ
れ
ず
、
劣
思
な

生
活
環
境
や
低
位
の
職
業
に
置

か
れ
る
差
別
な
ど
を
い
う
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
心
理
的
差
別
と

実
鮨一
的
差
別
と
は
、
相
互
に
因

果
関
係
を
保
ち
、
作
用
し
あ
っ

て
い
ま
す
。

近
代
社
会
に
お
け
る
部
落
差

別
は
、
ひ
と
く
ち
で
い
え
ば
、

市
民
的
権
利
、
自
由
の
侵
富
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

で
は

、
私
た
ち
は
何
を
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

第
一
に

、
同
和
問
題
に
つ
い

て
の
正
し
い
認
識
と
理
解
を
持

つ
こ
と

。

第
二
に

、
間
違
っ
た
考
え
方

を
し
て
い
る
人
に
対
し

、
誤
り

を
説
明
し
理
解
さ
せ
る

。

第
三
に
、
家
庭
、
学
校
、
地

填
等
、
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
さ

ま
ざ
ま
な
差
別
に
目
を
開
き
、

そ
れ
ら
を
取
り
除
い
て
い
く
。

こ
う
し
た
地
遭
な
男
力
の
積

み
重
ね
が
必
要
で
す
。

世
の
中
に
、
ひ
と
り
で
も
不

幸
な
人
が
い
る
限
り
、
真
の
幸

福
は
あ
り
得
な
い
と
I画
っ
た
人

が
い
ま
す
。

す
べ
て
の
人
ぴ
と
が
、
本
当

に
人
間
ら
し
い
生
活
を
お
く
る

こ
と
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
に

、

国
民
の
課
題
と
し
て
努
力
す
る

こ
と
が
大
切
で
す

。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和

対
策
担
当
へ
。

く
ら
し
の

情

報

税
・
年
金

国

保

口 座 振 替 を
おすすめします
特別区・都民税、国民健康
保険料、国民年金保険料

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替
が

便
利
で
す

。
各
納
期
ご
と
に
自

動
的
に
納
付
さ
れ
ま
す
の
で
納

付
の
手
間
が
は
ぶ
け
、
現
金
を

持
ち
歩
か
な
い
た
め
安
全
で
す
。

手
続
き
は
、
預
金
口
座
の
あ

る
銀
行
、
信
用
金
廈
、
信
用
組

合
、
農
協
の
窓
口
へ
。

持
参
す
る
も
の

▽
預
金
通
帳

と
そ
の
印
か
ん

▽
そ
れ
ぞ

れ
の
納
付
一

問
合
せ
先

▽
特
別
区
・
都
民

税
・
:
納
税
課
収
納
係
　
　
8
8
0
　
5
1
0
9

▽
国
民
健
康
保

険
・
:
国
民
健
康
保
険
課
収
納

管
理
係
　
　

脚
5
1
3
3

▽
国
民
年
金
・・・
国
民
年
金
諜

記
録
係
　
　

脚
5
1
5
1

(
い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎
)

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
出
張
相
談

皆
さ
ん
の
中
に
、
次
の
よ
う

な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
い
ま

せ
ん
か
。

▽
せ
っ
か
く
保
険
料
を
納
め
て

い
た
の
に
、
途
中
か
ら
事
情

が
あ
っ
て
納
め
ら
れ
な
い

▽
未
納
期
間
が
長
く
な
り
、
も

う
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い
の

で
は
な
い
か

▽
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る

の
が
む
ず
か
し
い

こ
の
よ
う
な
方
々
の
た
め

に
、
出
張
年
金
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
当
日
は
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
か
ら
専
門
官
が
来

所
し

、
質
問
・
相
談
を
お
受
け

し
ま
す

。
ぜ
ひ

、
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い

。

な
お
、
今
月
の
相
酸
は

、
次

の
と
お
り
で
す

。

日
時
6
月
1
6
日
(
木
)
・
1
7
　

日
(
金
)
、い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
4
時

場
所

保
塚
区
民
事
務
所

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

検
認
係
　
　

瞋
5
1
6
1

福

祉

現
況
届
の
提
出
を

児
童
手
当

特
例
給
付

児
童
育
成
手
当

児
童
手
当
、
特
例
給
付

、
児

童
育
成
手
当
を
受
け
て
い
る
方

へ
、6
月
初
め
に
現
況
届
の
用

紙
を
郵
送
し
ま
し
た
。

送
付
さ
れ
た
現
況
届
に
記
載

さ
れ
て
い
る
内
容
を
確
認
し
、

必
要
な
一

項
を
記
入
の
う
え
同

封
し
て
あ
る
返
信
用
封
筒
(
切

手
不
要
)
で
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。現

況
届
は
、昭
和
6
3年
度
(
昭

和
6
3
年
6
月
～
6
4年
5
月
)
の

手
当
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

届
け
で
す
。
各
手
当
の
現
況
届

が
提
出
さ
れ
な
い
と

、6
月
か

ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
て

く
だ
さ
い

。

な
お
、
現
況
届
の
用
紙
が
届

い
て
い
な
い
方
は
、
児
童
助
成

係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
6

月
3
0日

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
児
童
助

或
係
　
　
8
8
2
1
1
1
1㈹

仕

事

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

就
職
・
求
人
相
談

職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
就
職
を

希
望
す
る
方
の
職
業
相
談
・
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
人
を
採
用
し
た
い
事

業
主
の
方
の
求
人
相
談
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

場
所
・
問
合
せ
先

職
業
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
綾
瀬
一
丁

目
3
4
-
7
!
1
0
2綾
瀬
プ
ル
ミ

エ
内
、
綾
瀬
駅
西
口
下
車
徒

歩
3
分
　
　

脚
3
5
8
4
)

生
活
環
境

あ
き
地
の
草
刈
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

梅
雨
ど
き
を
控
え
、
あ
き
地

の
雑
草
が
目
立
つ
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

雑
草
を
放
置
す
る
と
、
近
所

の
方
の
迷
惑
に
な
る
ば
か
り
か

非
行
の
場
や
ゴ
ミ
捨
て
場
に
も

な
り
ま
す

。
あ
き
地
の
所
有
者

(
管
理
者
)
は
、
あ
き
地
の
草

刈
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

。

な
お
、
自
分
で
草
刈
り
を
行

う
方
に
、
革
刈
機
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
で
草

刈
り
が
で
き
な
い
方
に
は
、
―

平
方
㍍
当
た
り
6
5円
で
区
に
委

託
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
緑
化
係

8
8
2
1
1
1
1
㈹

交
通
安
全

加
入
し
ま
し
ょ
う

交
通
災
害
共
済

交
通
災
害
共
済
は
、
2
3区
で

共
同
運
営
す
る
共
済
制
度
で

す

。
こ
の
制
度
は
年
齢
制
限
が

な
く

、
い
つ
で
も
加
入
で
き
ま

す

。

加
入
で
き
る
方
2
3

区
内
に
住

所
の
あ
る
方
(
外
国
人
も
加

入
で
き
ま
す
)

掛
金
1

年
間
―
囗
迦
円
T
　

人
2
口
ま
で
加
入
可
)

対
象
と
な
る
事
故

自
動
車
、

自
転
車
、
電
車
、
航
空
機
、

船
舶
な
ど
の
交
通
機
閲
に
よ

る
人
身
事
故
(
外
国
で
の
交

通
事
故
も
含
ま
れ
ま
す
)

見
舞
金

―
囗
あ
た
り
1
万
～

1
5
0
万
円
(
け
が
の
程
度
に
よ

り
異
な
り
ま
す
)

加
入
申
込
先

区
内
の
銀
行
、

信
用
金
寤
、
信
用
組
合
、
区

本
庁
舎
・
特
別
区
交
通
災
害

共
済
担
当
(
郵
便
局
で
は
取

り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
特
別
区

交
通
災
害
共
済
担
当

8
8
2
1
1
1
1
㈹

交
通
事
故
相
談

最
近
、区
内
で
は
交
通
事
故

が
増
え
て
い
ま
す
。
不
幸
に
し

て
交
通
事
故
に
あ
っ
た
婦
合
、

一
日
も
早
い
解
決
の
た
め
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

日
阻
・
祝
日
を
除
く
毎

日
、午
前
9
時
～
午
後
4
時

(土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

相
鹸
内
容

示
談
方
法
、
損
害

額
積
算
、
保
険
関
係
な
ど

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

区
民
相
談
室

8
8
2
1
1
1
1㈹
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一生 自分の歯で噛むために

歯の衛生週間
6月4日～10日

あ
な
た
の
歯
は
、
今
阿
本
あ
り

ま
す
か
。
通
常
歯
の
数
は
2
8本
、

こ
の
う
ち
央
わ
れ
る
歯
の
数
は
4
0

歳
代
で
約
4
.
3本
、
9
歳
代
で
約
9
.
8

本
と
急
激
に
I

え
て
し
ま
い
ま

す

。
生
涯
自
分
の
歯
で
快
適
に
食

べ
ら
れ
る
た
め
に
は

、
ど
う
し
た

ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か

。

歯
の
大
敵
は
歯
垢

歯
垢
と

は
、
歯
に
つ

い
た
食
べ
か

す
に
細
薗
が

つ
い
た
も
の

で
す
。
現
代

の
食
生
活
は

軟
ら
か
い
物

が
多
く
、
歯

に
ま
と
わ
り

つ
く
た
め
歯

垢
が
つ
き
や

す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま

す
。こ

の
歯
垢
が
、
む
し
歯
や
歯
槽

の
う
ろ
う
、
口
臭
の
原
因
に
な
る

の
で
す
。

歯
垢
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
歯
肉
が
赤
く
な
っ
た
り
、
は

れ
て
出
血
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
が
歯
肉
炎
で
す
。

そ
こ
に
細
菌
が
入
り
込
み
、
骨
を

溶
か
し
て
い
く
病
気
が
歯
槽
の
う

ろ
う
で
す
。

進
行
す
る
と
、
歯
が
グ
ラ
グ
ラ

に
な
り
、つ
い
に
は
抜
け
て
し
ま

い
ま
す
。

歯
み
が
き
の
ポ
イ
ン
ト
は

歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目

歯
を
失
う
原
因
と
な
る
む
し
歯

や
歯
槽
の
う
ろ
う
の
予
防
に
は
、

口
の
中
を
清
潔
に
し
て
お
く
こ

と
、
つ
ま
り
、
毎
日
の
曲
み
が
き

が
一
番
有
効
な
の
で
す
。た
だ
し

、

歯
垢
が
取
れ
て
い
な
け
れ
ば
何
の

意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
食
事
の
あ

と
で
、
汚
れ
た
食
器
を
洗
う
よ
う

に
、
で
き
れ
ば
毎
食
後
、
歯
も
み

が
き
た
い
も
の
で
す
。

歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
の
汚
れ
は

意
外
と
取
り
に
く
い
も
の
で
す
。

汚
れ
を
染
め
出
す
薬
剤
な
ど
で
チ

ェ
ッ
ク
し
、い
ま
ま
で
よ
り
、少

し
時
間
を
か
け
て
み
が
い
て
く
だ

さ
い
。

薗
を
み
が
く
方
法
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
。
自
分
に
合
っ
た
歯

ブ
ラ
シ
と
み
が
き
方
を
歯
科
医
で

指
導
し
て
も
ら
え
ば
、
ポ
イ
ン
ト

を
お
さ
え
た
効
率
の
よ
い
曲
み
が

き
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
適
度
な
硬
さ
の
食
品
を

よ
く
か
ん
で
食
べ
る
、
過
労
や
ス

ト
レ
ス
を
避
け
る
な
ど
、ふ
だ
ん

か
ら
栄
養
や
全
身
の
健
康
状
態
に

も
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。

定
期
的
に
歯
も
検
診
を

成
人
病
検
診
の
一
つ
と
し
て
、

歯
も
年
に
I
～
2
回
は
検
診
を
受

け
て
歯
の
健
康
管
理
に
心
が
け
、

一
生
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ

た
い
も
の
で
す
。

区
で
は
「
巡
回
健
康
診
査
」で

歯
の
検
珍
を
行
っ
て
い
ま
す
(
5

月
2
0日
号
広
報
紙
参
照
)
。

ま
た
、
歯
に
闃
す
る
講
習
会
を

乳
幼
児
対
象
は
毎
週
(
左
表
中
「
歯

科
衛
生
相
談
」
参
照
)
、成
人
対
象

は
各
所
で
年
1
1
2

回
行
っ
て
い

ま
す
。
7
月
2
0日
は
足
立
保
健
所

で
歯
み
が
き
実
演
な
ど
の
講
習
を

行
い
ま
す
(
左
表
中
「
さ
わ
や
か

ヘ
ル
ス
教
室
」
参
照
)
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

八
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所
▽

子どもの時から正 しい歯みがき
の習 慣を　( 歯科衛生相談)

歯槽のうろうチェツク

こ
ん
な
時
は
、す
ぐ
歯
医
者
ヘ

▽
歯
ぐ
き
…
出
血
す
る
、
赤
く
は

れ
て
い
る
、
む
ず
が
ゆ
い
、
う

み
が
出
る

▽
口
中
…
口
臭
が
あ
る
、
口
の
中

が
粘
る

▽
歯
…
物
を
か
ん
だ
時
ぐ
ら
つ
く
、

し
み
る
、
食
物
が
間
に
は
さ
ま

る
、
長
く
伸
び
た
よ
う
に
見
え

る
、
歯
石
が
た
ま
つ
て
い
る

上手にみがくためのポイント

みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151
千 住 保 健 所　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171
中央本町保健相談所　880- 5351

ひ
ろ

ば

【
投
稿
規
程
】

サ
ー
ク
ル
情
報
、
催
し
も
の
な
ど
の
案
内

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
/
営
利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
、

投
稿
内
容
が
不
傭
の
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/

先
一

順
/

―
団
体
1
事
業
と
し
て
3

ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は

手
短
か
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
名
、

費
用
(
金
額
・
使
途
)
、
電
話
連
絡
先
(
昼
)
を
明
記
し
て
、

郵
送
ま
た
は
持
参
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/

掲
載
後
の
貴

任
は
負
い
ま
せ
ん
/
締
切
り
は

、
発
行
日
1
ヵ
月
前

投
稿
先

本
庁
舎
・
広
報
課
(
〒
1
2
0千
住
1
-
4
-
2
)

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
敬
は
で
き
ま

せ
ん
。

=
催
し
物
=

☆
第
1
回
あ
だ
ち
写
真
展
(
足

立
写
真
同
好
会
)
6

月
1
0日

ま
で
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
/

綾
瀬
ブ
ル
ミ
エ
/
華
道
展
も

同
時
開
催
/
無
料
/
▽
金
子
　

8
8
1
2
9
0
4

☆
第
7
回
定
期
演
奏
会
(
足
立

ウ
イ
ン
ド
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

ア
カ
デ
ミ
カ
)
6

月
5

日
(

日
)
、
午
後
1
時
3
0分
開
場
/

足
立
区
文
化
会
館
/
吹
奏
楽
の

た
め
の
第
二
組
曲
ほ
か
/
無
料
/

▽
月

岡
　
　

鰯
3
2
9
4
　
(

午
後
7
時
以
降
)

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
講
習
会
(
ア

イ
)
6

月
6
・
1
3日

、午
前
1
0

時
～
1
1
時
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

/
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ
ダ
ン
ス
/
子
ど
も
連
れ

で
も
可
/
無
料
/
会
員
も
募
集

中
、入
会
金
2
千
円
、月
額
2

千
沺
円
/
▽
佐
一
　
吩
2
6
5
3

☆
健
康
と
自
然
農
法
フ
ェ
ア
(

足
立
・
M
O
A
)
6

月
1
2日
(

日
)
、
午
前
1
0時
3
0分
～
午
後
3

時
/
産
業
振
興
館
/

講
演
と

映
画
、
自
然
晨
法
で
と
れ
た
野

粟
の
試
食
ほ
か
/

無
料
/
▽
高

橋
　
　

跏
1
6
4
6

☆
講
談
を
聞
く
会
(
関
原
講
談

会
)

毎
月
1
8日
、
午
後
7
時

間
濟
/
大
聖
寺
(
関
原
不
励
尊
)

/
一
龍
斎
貞
山
ほ
か
出
演
/
会

費
6
千
円
(
6
ヵ
月
分
)
、
―
回

濶
円
で
試
聴
も
可
/
▽
石
井
　

脚
1
8
5
1

☆
な
ぎ
な
た
初
心
者
講
習
会
　

(
足
立
区
な
ぎ
な
た
連
盟
)

土
瞳
コ
ー
ス
・
・
・
6
月
1
8
・
2
5

日
、
午
後
4
時
～
5
時
、
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/
日
讙
コ

ー
ス
ー
:
6
月
2
6日
・
7

月
3

日
、
午
後
2
時
～
3
時
、
千
寿

小
学
校
/
小
学
1
年
生
以
上
の

男
女
、
高
齢
の
方
も
歓
迎
/
無

料
/
▽
内
田
　
　

鰯
3
9
8
9

☆
手
話
初
心
者
講
習
会
(
手
話

サ
ー
ク
ル
た
け
の
こ
)
6

月
2
7

日
か
ら
毎
週
月
曜
日
(
全
9

回
)
、午
後
7
時
I
8

時
3
0分
/

青
年
鰓
/
会
費
迦
円
(
9
回
分
)
/

▽
井
上
　
　
8
9
6
1
8
0
5
　
(

午
後
7
時
以
降
)

=
募

集
=

☆
ジ
ャ
ズ
・
デ
ィ
ス
コ
・
モ
ダ

ン
ダ
ン
ス
(
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ー

ク
ラ
ブ
)

毎
週
火
曜
日
、児
童

…
午
後
6
時
～
7

時
1
5分
、
成

人
'
:
午
後
7

時
3
0分
～
9

時
/

レ
ン
デ
ィ
ン
グ
ナ
カ
ジ
マ
(
竹

の
獵
駅
前
)
/
入
会
金
3
千
円
、

月
額
3
千
円
/

土
・
夜
・
主
婦

ク
ラ
ス
も
あ
り
/
▽
畠
中
　
　
8
8
3
1
1
9
7
(

午
後
4
時
以
降
)

☆
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

毎
週
水

瞳
日
、
午
後
7
時
1
9

時
/
水

元
温
水
プ
ー
ル
/
子
ど
も
・
女

性
(
初
心
者
歓
迎
)
/

月
額
3

千
鴎
円
/

▽
闘
口
　
　
S
1
0
3
1
(

午
前
m一
時
～
午
後
5
時
)

☆
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
(
す
こ
や
か
)

毎
週
木
曜
日
、
午
後
7

時
か
ら
/

上
沼
田
町
民
会
館
/
入
会
金
2

千
円
、
月
額
3
千
円
/
木
曜

日
午
前
の
部
、
月
曜
日
午
後
の

部
も
あ
り
/

▽
町
田
　
　
8
9
6
5
5
9
1
(

午
後
6
時
以
降
)

☆
リ
ズ
ム
・
ス
ト
レ
ッ
チ
健
康

体
操

中
・
高
年
向
き
/
毎
週

水
曜
日
、
午
後
2
時
～
3
時
3
0

分
/
朝
日
信
用
金
廱
千
住
支
店
/

入
会
金
千
円
、
月
額
3
千
円
/

▽
峰
尾
　
　
8
7
0
0
5
1
4

☆
茶
道
教
室
(
裏
千
家
)

金
曜

日
(
月
3
回
)
。午
前
9
時
3
0分
I

午
後
抄一
時
3
0分
/
東
和
社
会

教
育
館
/
初
心
者
も
歓
迎
/
月

額
3
千
円
/
▽
石
井
　
　
6
2
8
4

☆
籘
工
芸
サ
ー
ク
ル

火
曜
日
(

月
2
回
)
、
午
前
1
0時
I
午
後
1
2

時
3
0分
/
文
化
会
館
/
小
物

か
ら
イ
ン
テ
リ
ア
ま
で
/

月
額

千
5
0
0円/
▽
小
鳥
　
　

脚
1
0
8
2
(

午
後
6
時
ま
で
)

掲
示
板

□
耳
に
障
害
を
持
つ
お
子
さ
ん

の
教
育
相
談

耳
の
聞
こ
え
が
悪
い
、
そ
の

心
配
が
あ
る

。
こ
と
ぱ
が
遅
い

な
ど
耳
に
陣
售
が
あ
る
お
子
さ

ん
の
相
談
や
指
導
、
適
切
な
機

関
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

相
談
日
時
毎
週
木
・
金
曜
　

日
、午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

申
込
方
法

電
話
予
約

堤
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

都

立
足
立
ろ
う
学
校
・
乳
幼
児

相
談
部
　
　
8
8
3
8
5
2
7
　
　
(

午
前
9
時
I
午
後
4
時
)

□
西
新
井
大
師
山
門
周
辺
で
の

た
き
火
・
喫
煙
は
禁
止
で
す

東
京
消
防
庁
は
、
西
新
井
大

師
・
総
持
寺
山
門
(
足
立
区
指

定
有
形
文
化
財
)
周
辺
を

「
た

き
火
・
喫
煙
蒙
止
区
域
し
に
指

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

山
門
か
ら
五
㍍
以
内
の
場
所
で

の
喫
煙
等
が
禁
止
さ
れ
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

閥
合
せ
先

西
新
井
消
防
署

8
5
3
0
1
1
9

□
製
靴
技
能
講
座
(
甲
紙
型
コ

ー
ス
)
1
同
和
対
策
事
業
一

日
時
6

月
2
0
・
2
1・
2
3・
2
4
　

・
2
7・
2
8・
3
0日
、
午
後
6
　

時
～
9
時
1
0分

受
講
料

無
料

申
込
日
6
月
9
・
1
0
日
、午
　

前
9
時
～
午
後
7
時

塙
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

都
立

足
立
高
等
職
巣
技
術
専
門
校

台
東
分
校
(
都
・
産
業
労
働

会
館
内
)
　
　
8
7
6
2
9
6
1

□
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

テ
ー
マ

簡
易
保
険
・
郵
便
年

金
や
助
け
合
い
な
ど
に
閲
す

る
も
の
(

自
由
堋
も
可
)

応
募
資
格
・
枚
数

▽
小
学
5
・
6
年
生
・
・
・
4
0
0
字
　
　

黯
め
原
稿
用
紙
3
枚
程
度
　

▽
中
学
―
～
3
年
生
・
・
・
同
4
　
　
～

5
枚
程
度

募
集
期
限
6

月
3
0日

問
合
せ
先

足
立
郵
便
局
(
　
8
8
2
3
1
7
9
)

ま
た
は
最
寄

り
の
郵
便
局
へ

□
身
体
障
害
者
の
た
め
の
無
料

自
動
車
運
転
教
習

就
職
の
た
め
自
動
車
運
転
免

許
証
を
取
得
し
た
い
身
体
障
害

者
を
対
象
に
、
無
料
敵
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

▽
公
共
職
業
安
定

所
に
求
職
登
録
を
し
て
い
る

方

▽
就
業
し
て
い
て
も
免

井
取
辱
に
よ
り
職
業
生
活
の

安
定
が
期
待
さ
れ
る
方

教
習
期
間
3

ヵ
月
(
入
所
月

1
・
4
・
7
・
1
0月
)

募
集
人
員
2
5

人
(
1
期
間
)

教
習
料
金

無
料

な
お
、
希
望
の
方
に
は
専
用

宿
舎
(
有
料
)
も
あ
り
ま
す
。

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

緲

。東
厚
生
会
・
身
諡

害
者
運

転
能
力
闘
発
馴
練
セ
ン
タ
ー

(
新
座
市
堀
ノ
内
2
-

―
-
4
6
　

0
4
8
4
8
1
2
7
1

I
)
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消
費
生
活
問
題

見
よ
う
・
学
ぼ
う
・
考
え
よ
う

消 費 者
セ ン タ ー

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
と
商
品
の
あ

ふ
れ
て
い
る
現
代
社
会
、
そ
の
中

で
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
情
報
を
選

び
、
ど
ん
な
商
品
を
賈
っ
て
、毎

日
の
生
活
に
役
立
て
て
い
ま
す

か
。消

費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
区
民

の
み
な
さ
ん
の
消
費
生
活
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

消

費

者

学

級

1
6ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
や
ス
ラ
イ

ド
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
実
験
教
材

な
ど
を
利
用
し
て
、
現
在
の
消
S

生
活
の
問
題
点
を
職
員
が
や
ざ
し

く
解
晩
し
ま
す
。

内
容
・
日
時

下
表
の
と
お
り

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
S
5
0
人
(
先一
顧
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

消費者学級の日程とテーマ

時間　毎回午後1時30分～3時30分

消

費

者

教

室

(
講

師

派

遣
)

区
民
の
み
な
さ
ん
が
、
消
費
生

活
上
の
問
題
に
つ
い
て
勉
強
会
を

開
く
時
、
無
料
で
講
師
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。

視
聴
覚
教
材
の

貸
し

出

し

消
費
生
活
の
問
題
を
扱
っ
た
1
6

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
ース
ラ
イ
ド
ービ

デ
オ
テ
ー
プ
の
無
料
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は
電

話消
費
者
相
談

あ
い
変
わ
ら
ず
後
を
断
た
な
い

悪
徳
商
法
に
よ
る
消
費
者
被
害
。

「
ト
イ
レ
を
賃
し
て

」「
点
検
調

査
に
来
た
」
な
ど
と
セ
ー
ル
ス
マ

ン
の
姿
を
か
く
し
て
近
づ
き
、
高

く
て
不
要
な
物
ま
で
売
り
つ
け
て

き
ま
す
。

後
で

、
ユ
ー
ウ
ツ
に
な
ら
な
い

た
め
に
、
そ
ん
な
訪
問
者
に
は
、

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

□
注
意
の
ポ
イ
ン
ト

▽
知
ら
な
い
人
が
来
た
時
は
、

身
元
の
確
認
を
き
ち
ん
と
す
る

▽
い
ら
な
い
も
の
は
、
は
っ
き

り
と
断
わ
る

▽
契
約
一
は
き
ち
ん
と
読
む

▽
即
金
払
い
は
し
な
い

▽
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ

に
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す

る
申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン

タ
ー
　
　

臈
5
3
8
5

犬のふん公害
マナーを守って快適なまちに

犬
猫
の
ふ
ん
問
題
に
つ
い
て
は
広

報
紙
で
も
た
び
た
び
取
り
上
げ
て
き

ま
し
た
が
。
区
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

も
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
、
ご
提
案
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
み
な
さ
ん
の
声
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
今
後
と
も
問
題
解
決

に
向
け
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

飼
主
の
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

A
広
報
課
V

情
報 コ ー ナ ー

6 月 の 安 売 り デ ー

足立太鼓のひびき

郷土芸能観賞会

日時6 月12日( 日)、午後2 時
場所 郷土薄物館中庭
内容 太鼓の演奏
出演 大鷲会江戸あだち太鼓
費用 無料
問合せ先 擂土博物館　　620―9393
※ 郷土博物館の催し物をテレホンサー
ビスで24時間流しています。

どうぞご利用くださ い。
620 ―9292

第22回

区 展
芸術・文化を震する区民の作品 殆衷

の場として 覯しまれている足立区丿茖も221
司を 迎え ました。
今年も区 民のみなさんの力作か蒹 示

されますので、お誘い合わせのうえ、
ご艦貫くださ 叺
日畤　　洋画・彫塑少年の塵… 6月I【】　
日～15日
洋画・彫塑一般の部… 6月17日～　

22日
魯遜少年の部・・・6月21日～3日

mMj rの部・・・7月1日～8日
いずれも午前l ( 爵～午後6時俄i 週　
火廟日休館、7 月8 日は午後1 時ま
で)
墻所 四馴升区民ホール
問合せ先 本庁舎・文化振興係
8g! - 1111㈹

花畑センター

手 芸 教 室
日時・6月24日( 金) 、午後1時30分　～

4時30 分
対象 区内 在住・r t l i の耨人
内容 楽しみながら簡単にできる、
刺子のエプロンまたは手さけパ ッ
グ

費用 エプ ロン2, 600 円 またはバ ッ
グ2, 34am いずれも材科費・当日
持 参)
定員30 人( 先譽順)
申 込方法6 月5B から甑接窓口ま
た は黽話

申 込・胃きl i 先 花畑センター
85021117

初夏の香り

夏 花 品 評 会

区内の花き農家が丹精こめて栽培し
た夏菊などおよそ200 点を展示し ます。
ぜひ、お来しください。
また、観葉植物の即充も行い ます。

日程6 月16・17日
場所 産笑振興館2 階ホール
問合せ先 中央本町庁舎・農産 係

880 ―5118

東部センター

子育てのための講演会

子どもとの避びを通して、観と子
のふ れあいの大切さを講演します。
日時6月18日( 土) 、午前1ほ脚～正　
午

定員80 人
講師 浜島代志子氏( 松戸市おはな
し キャラバン)

費 用 無料
申込方法 当日、直接会場へ
問合 せ先 東部センター

605 ―7101

婦人総合センターの催 し

□ 男と女の料理教室

「男 子厨房に入ら ず」の時代はもう
古い。男 性も 料理づくりの楽しさを味
わってみませんか。
基礎から 料理を 習おうとする女性も

大歓迎。
日時6月23日～7月21日( 毎週木曜　
日) 、午前10時～正午

対象 区内在住・在勤の方
走員40 人
費用 無料( ただし 材料費実費負担)

□ 情報整理学入門

高度嚼報化社会といわれる今、改め

て情報とは何かを考え、情報を生活に
いかす整理方法を学んでみませんか。
秋には、より具体的な方法について学
習する予定です。
日時6月22日～7月27日( 毎週水曜　
日) 、午後2時～4時
対象 区内在住・在勤の女性
定員40 人( 抽選)
費用 無料
いずれの教室も

申 込方法 往復 ハガ キに住所、氏名、
年齢 、職業、電話 番号、希望理由、
希望 の催し(「男 と女の料理 教室」ま
たは 「情報輅理学入門 」)を明配
※ 「情報塵理学入門」受講の方で託　
児( 2歳～学齢前) 希望の方は、子　
ども の名前、生年月 日も記入してく
ださい。

申 込期限6 月12 日必 着
場所・申込 ・問合 せ先 婦人総合セン
タ ー 〒123 梅田 了- 33 ―1( エル
ソフ ィア内) 　880- 5222

プラネタリウム
一般投映( 6月～8月)

日声 毎綱十曜日、午後2 時・3 畤
30分( 計2 回)
場所 教育センター
題名・内容「夏のJ I庠と七夕さま」――

夏の夜空に見える白鳥座とさ　
そり匣、七夕のよご話――
定員172 人( 先着順)
輿用　　15譫以下・・・無料　　l t逮以
上・・・100円
問合せ先 教育センター

85C卜8801

バレ ーボール

指導者養成講習会
日時7月n・15・18・22日( 4日間) 、
T筺6時3( 汾～8時x汾

壜所 中央本酊休杳11
刔象 区内在住・うミlで恚 簒、 職場
などでバレ ーボールを指導してい
る方およぴ指 導者を 目ざ歹方

定員50 人( 抽選)
輿用 無料
申 込方法 往a ハガキに 住所、氏名、
年塵t、電話番号を明配

申 込期限6 月30 日必着
申 込・聞al 先 冰J ? 舍 一体育振興係
〒1211 千 住1―4 ―18
882- 】111㈹

M. To. N. 　233, 000


